
国語科の0次におけるNIE
〜学びへの構えをつくる〜～

東京学芸大学附属小金井小学校 教諭 橋浦龍彦



自己紹介 関心事：国語科・書くことの授業づくり
共感性 「共有」の授業 NIE

２０１５年 北区立滝野川小学校

２０１６年～ 北区立豊川小学校

校内研究主任：国語、生活・総合 東京教師道場（国語）修了

北区小研国語部授業者・研究委員 都小国研書くこと部大会授業者 他

２０２２年～ 東京学芸大学附属小金井小学校

講師 ：総合初等教育研究所 教育セミナー

書籍・原稿：「板書で見る授業」シリーズ（東洋館）

「みんなの教育技術」国語（小学館） 他

論文 ：言葉と体験を交流して多面的に読む説明的文章の学習

― 小学2年生『おにごっこ』の実践 ―

https://www.jstage.jst.go.jp/article/gakugeikokugokyouiku/18/0/18_50/_article/-char/ja/

所属学会・研究会 日本国語教育学会 全国大学国語教育学会 東京学芸大学国語教育学会

近代化・授業創造の会 東京都小学校国語教育研究会書くこと部 など
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発表概要
１ 国語科における「０次」とは

２ 令和６年度NIE研究報告書より

３ 今年度の実践より

４ 児童の姿と今後の課題



１ 国語科における「０次」とは
「導入の前に、子どもたちに課題意識や興味・関心を十分

に醸成する時間をとりたい。さらに言えば、子どもの捉えた

課題意識なり興味・関心なりが抽象的なものではなく、子ども

を取り巻く現実生活の中からのものであることが望ましい」単

元前に「子どもの興味・関心や課題意識を醸成する『０次』段階」

を設定することで、児童がより主体的に学ぶようになる。

短期の０次と、長期の０次がある。

大熊徹（２０１２）「国語科学習指導過程づくり―どう発想を転換するか 習得と活用をリンクするヒント」明治図書出版



１ 国語科における「０次」とは
例：「ごんぎつね」を読む前に、児童や教師が

・新見南吉記念館を紹介する、実際の写真を見せ、掲示する。

・学級文庫に、新見南吉作品を設置する。

・新見南吉作品の読み聞かせや読書をする。

・新見南吉に関する新聞記事を紹介、掲示する。

スクラップをする。等

→児童から、「『ごんぎつね』を読みたい」

「新見南吉作品を読みたい」という声が広がっていく。



２ 令和６年度NIE研究報告書より

⑴「新聞の投書を読み比べよう」（６年・書くこと）

導入前に、

教師が投書。

毎日新聞に掲載。

児童に紹介、

教室に掲示(０次)

→ →児童の「書いてみたい」

から単元が始まる



２ 令和６年度NIE研究報告書より

⑴「新聞の投書を読み比べよう」（６年・書くこと）

意見文を書く単元。

相手意識は校長、

区長、世間（投書）

から選択。

←掲載された児童の投書



２ 令和６年度NIE研究報告書より

⑴「新聞の投書を読み比べよう」（６年・書くこと）

意見文を書く単元。

相手意識は校長、

区長、世間（投書）

から選択。

←掲載された児童の投書



２ 令和６年度NIE研究報告書より

⑵「くじらぐも」（１年・読むこと）

「くじらぐも」を始める前。

０次として中川李枝子作品の

読み聞かせを学級で続けてい

たところ、衝撃的なニュースが。

「中川さんはまだ私達に伝えたかったことがあるはず」

という児童の言葉から、単元が始まる。



３ 今年度の実践

⑴ 環境づくり 獲得した視点の可視化 ライティングワークショップ

⑵ 毎日届く新聞と、朝日小学生新聞デジタル

⑶ 日常的なスクラップ、新聞コーナー、はがき新聞

⑷ ０次として



３ 今年度の実践

⑴ 環境づくり 獲得した視点の可視化

ライティングワークショップ（詳細略）

（目的・相手・文種を児童自ら設定、計画。２，３年時に次ぐ三度目の担任。）



３ 今年度の実践

⑵ 毎日届く新聞と、朝日小学生新聞デジタル



３ 今年度の実践

⑶ 日常的なスクラップ、新聞コーナー、はがき新聞

担任、児童同士、教育実習生も作成・コメント



児童のスクラップ



３ 今年度の実践
⑷ ０次として

「みんなが使いやすいデザイン」

（５年・書くこと）

・身の回りのUDに関する記事収集、掲示、

スクラップ

→児童がUDに興味をもち、単元を立ち上げる。

市営バス、駅、商業施設、市民掲示板、JA、

校内等に児童のUD報告文を掲示してもらう



３ 今年度の実践
⑷ ０次として

「たずねびと」

（５年・読むこと）

夏休み

・いっしょに読もう！新聞コンクール

（昨年度は学級から３名受賞）

・流れてしまう記事をストック。

・バックナンバーを参照。



朝日小学生新聞デジタルより 掲示したり、スクラップにすすめたりして０次に



４ 児童の姿と今後の課題

⑴０次の１つとして新聞が効果的に活用できる

→子どもから単元を立ち上げる大きな動力になる

⑵新聞を読んだり書いたりする中で、児童の姿から汎用的な

視点を見出していくと、書くことの資質・能力に

⑶他領域・他教科における０次としての活用へ



関口修司先生（NIEコーディネーター）より

１ 初めてお会いした2015年のお話

「NIEって知ってる？」

２ 継続・日常化は力なり（NIEも、書くことも）

３ ひと手間かける教育



ありがとうございました

橋浦龍彦（東京学芸大学附属小金井小学校国語部)

mail hashi27@u-gakugei.ac.jp

note https://note.com/kokugo_jissen

（実践記録等あり。フォローお待ちしております。)
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